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一年生の皆さん，保護者の皆様，ご入学おめでとうございます。

二，三年生の皆さん，保護者の皆さま，進級おめでとうございま

す。 

本年度，鹿児島東高校PTA会長をさせていただくことになりま

した，徳です。 

本校は先生方と生徒の距離が近く，先生方もとても丁寧に接し

ていただき，いつもありがたく感じております。 

また，同じ敷地にある鹿児島高等特別支援学校の生徒たちと

も部活動や行事を一緒にすることで，お互いに刺激し合いながら

生活しているようです。 

私は五年前に長女が入学した時に初めて総務部として理事に

なり，次女が入学したときに副会長になりました。色々な先生方

の，学校をよくするための真剣な気持ちや，生徒・保護者に対し

て家族のように接する姿を見て，とても安心しました。 

ＰＴＡ活動をすることにより，色々な保護者の方々と顔見知りに

なり，子育てのことで様々な情報交換が出来ました。そのあとは

いつの間にか，ママ友から，飲み友達になったりしました。 

保護者の皆様は仕事や家庭のことで多忙だと思いますが，学

校に来られることで，同学年だけではなく違う学年の保護者の

方々と知り合いになり，学校の情報を知ることが出来て楽しくな

ると思います。 

私もまだ未熟なので皆様のご協力とご指導をよろしくお願いい

たします。                     

コロナウィルスに対する配慮が欠かせない日々が続いていま

すが，今年度は色々な行事が実施できますようにお祈り申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様には，本校の教育活動に，また，新型コロナ感

染症対策に，御理解と御支援を賜り，心から感謝申し上げます。 

 さて，世界は，今後，ポストコロナ社会に向けた，持続可能な社

会の実現が求められています。現在は，その新たな時代の幕開

けとなる入り口だともいえます。これから到来する社会を

Society5.0 といい，まさにコロナ禍の中で現実になりつつありま

す。この社会は，ＩｏT で全ての人とモノがつながり，様々な知識

や情報が共有され，またAIにより，必要な情報が必要なときに提

供されるなど，新たな技術により，少子高齢化，地方の過疎化，

貧富の格差などの課題が克服されることが期待されています。

コロナ禍の中で，3 年前までは，予想すらできなかったことが私

たちの身近で起こり，そして新しい生活様式の日々が，今も続い

ています。実は，今，この瞬間が大きな変革期の真っただ中，な

のかもしれません。これからの社会を生き抜く生徒の皆さんには，

この社会の変革に果敢に挑戦し続けることが求められています。

そのためには，これからの高校三年間で何をどのように学び，

身に付けたかが重要になります。 

時代が変わるとき，世の中に変化を起こし，新しい社会や価値

を生み出してきたのは，いつの時代も若者たちです。それまでの

固定化した考え方にとらわれず，自由で柔軟な発想，思考力によ

って，新しい価値を創造できる，そういう人間に成長してほしいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

東高校では，各種検定などの資格取得にも力をいれており，多くの検定

試験を学校で受検することが出来ます。他種目取得を目指しましょう! 

 

 

 

 

 

  

我が家には二匹の猫がいる。今年 16歳になる雌猫と，3歳に

なる雄猫だ。この二匹が足元に顔をなすりつけまとわりついてく

るときは，「オナカガスイタ」という合図である。今はすっかりなれ，

家族として暮らしている。 

 このときの「なれる」は，一般的に「馴れる」と書く。馬偏に川と

書いて，川が一定の筋道に従って流れるように馬が従いなれる

ことから「親しくなつくようになる」という意味になる。これに対して，

入学や転勤などで環境が変わり少し時間が経ったころに｢もう学

校にはなれましたか？｣などと言う場合は，「慣れ」を使うことが

多い。一つの物事に対し心の働きを通してなれるという意味で

｢心｣を｢貫｣くのだ。よく｢習うより慣れよ｣と言われるが，勉強も歯

磨きする習慣と同じくらいになれば本物だ。ただ，ここで気をつけ

ておきたいのが，「狎れる」の存在だ。同じ「なれる」でもこの言葉

は，「親しみすぎて，礼を欠くようになる」「親しくなりすぎて，けじ

めがなくなる」など，どちらかというとマイナスの意味を表す。 

さて，今日で一学期が終わる。だからこそ，「狎れ」てしまって

いないか自分自身をしっかり点検する必要がある。心当たりがあ

れば，ぜひとも深く見つめ直してもらいたい。お互いに気持ちよく

過ごすために丁寧で心のこもった言葉を使い，けじめをしっかり

つけて二学期に臨もう。明日からは長い夏休みだ。猫のように自

由気ままに過ごすことはできないだろうが，今年の夏をどんな

日々にするか，すべては一人一人にかかっている。思い描いた

自分になれるように前へ進もう。 

 

 

 

 9／10（土） 第57回体育祭（高特支と合同） 

 9／16（金） 第2回部長会・理事会 

10／14（金） 学年・学級ＰＴＡ 

10／28（金） 文化祭（高特支と合同） 

 2／10（金） 第3回部長会・理事会 

 2／28（火） 卒業式 

 ＰＴＡ新聞 ひがしかぜ 

 

なれる 

      教頭   鏡山 晃央 

チャレンジ 高みへのステップ 

校長   森川 敏美 
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事
は
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
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す
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漢字能力検定・実用数学検定・家庭科技術検定・実用英語検定・中国語検定・

ハングル能力検定・韓国語能力検定・ビジネス計算実務検定試験・情報処理検

定試験・簿記実務検定試験・日商簿記検定・秘書検定・サービス接遇検定・パ

ソコンスピード検定・日本語ワープロ検定・情報処理技能検定・ホームページ

作成検定・プレゼンテーション作成検定 

 

今年度予定されている検定試験 


